（別記第２号様式）

令和　年度　釧路市高性能林業機械導入・木材加工流通施設整備支援事業
事業計画書
事業実施主体名　　　　　　　　　　
１　事業の目的及びその概要

２　利用計画等
（１）林業機械導入
ア　造林保育型
	利用計画
	機能要件に係る指標
	備考

	利用方法
	現在の地拵え
・下刈り面積
	将来の地拵え
・下刈り面積
	(　)
	

	
	
	
	現状
	将来
	

	
	　　　　ha
	     ha
	　/ha・人
	　/ha・人
	　

	　計
	　　　　ha
	   ha
	　/ha・人
	　/ha・人
	


１　利用計画における現在の地拵え・下刈り面積には、最近３か年の平均値を、将来は整備後５年目における目標値を記載する。

２　機能要件に係る指標（ha当たりの人工数）には、地拵え又は下刈り等、機能要件に係る指標を記入し、現状は、最近３か年の平均値を、将来は、整備後おおむね５年後における目標値を記載する。
イ　素材生産型
	利用計画
	機能要件に係る指標
	備考

	利用方法
	現在の素材生産
材積
	将来の素材生産
材積
	(　　　　)
	

	
	
	
	現状
	将来
	

	
	　　　ｍ3
	ｍ3
	　/ha・人
	　/ha・人
	　

	
	　　　ｍ3
	ｍ3
	　/ha・人
	　/ha・人
	


１　利用計画における現在の地拵え・下刈り面積には、最近３か年の平均値を、将来は整備後５年目における目標値を記載する。

２　機能要件に係る指標（ha当たりの人工数）には、地拵え又は下刈り等、機能要件に係る指標を記入し、現状は、最近３か年の平均値を、将来は、整備後おおむね５年後における目標値を記載する。
（
２）　木材加工用機械・設備
	区分
	利用計画
	機能要件に係る指標
	備考

	
	利用
方法
	製品の
種類
	JAS
認定
	製品の数量
	乾燥材等高次加工割合
	(          )
	

	
	
	
	
	現状
	将来
	現状
	将来
	現状
	将来
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	　m3
	㎥/年
	㎥/年
	％
	％
	　%
	　%
	　
	　

	計
	　
	　
	　m3
	㎥/年
	㎥/年
	％
	％
	　%
	　%
	　
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	　
	　


１　区分は、木材製材施設装置、集成材加工施設、プレカット加工施設装置、木材加工施設装置、木材材質高度化施設装置とする。
２　ＪＡＳ認定とは、ＪＡＳ認定の出荷予定目標量をそれぞれ記入する。
３　利用計画における現状は、最近３か年の平均値を、将来は、整備後５年目における目標値を記載する。
４　機能要件に係る指標の欄の（　）において、製材施設については、製材業の生産性又は乾燥材割合、その他の加工施設については、集成材、合板、その他高次加工等の部門別の地域材の使用量、乾燥材等の高次加工割合、当該施設と一体となる加工施設等の目標等、機能要件に係る指標を記入し、現状は、最近３カ年の平均値を、将来は、整備後５年後における目標値を記載する。

３　事業の実施体制等
	構成員の内容
	構成員数
	法人・任意団体の別
	出資金
	事業種目
	施設の
管理運営
	補助残に対する自己資金の割合
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	(工種又は
施設区分)
	
	
	

	
	
	　
	千円
	
	
	％
	　

	　計
	
	　
	千円
	　
	　
	　％
	　

	
	
	
	
	
	
	
	


１　構成員の内容及び構成員数は、構成員の業種毎に記載するとともに、構成員ごとの住所、保有山林面積、出資金、を記載した内訳表を添付する。

２　法人・任意団体の別は、中小企業等協同組合法に規定する協同組合、協業組合、企業組合等の別又は任意団体の別を記載する。


３　施設の管理運営は施設の管理・運営の基準等を規定する文書名を記載する。


４　補助残に対する自己資金の割合は、自己資金／（事業費－補助金）を記載する。なお、自己資金は、出資金、剰余金等とする。

４　添付資料
（１）機械・設備の導入予定箇所の位置図・配置予定図等を示す書類
　　　導入予定箇所を〇で囲んだもの

（２）費用対効果分析報告書

「釧路市高性能林業機械導入・木材加工流通施設整備支援事業補助金に係る費用対効果算定指針」により作成したもの
（３）付帯資料

　　事業計画の参考となるものについて適時に整理した上で、事業実施主体にて保管するものとし、市からの求めに応じて添付するものとする。
　１　事業費、機能要件の積算の基礎資料


２　機械施設の管理運営規定

　３　その他


